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建築 例集／一般社団法人日本建設業連合会

※本 例 および記載内容の 次利用を禁 し す

Q2. 2. 耐用性･信頼性 積雪 策、災害時バッ ッ 電源の確保

Q3. 2.

Q3. 3.

ちな ･景観への配慮 建物配置、形態、周辺景観 の調和

地域性･ への配慮 寒冷地 の快適な屋内環境の形成

LR1.2. 自然 ネ 利用 自然採光の積極的な導入

LR1.3. 設備 の高効率 GHP空調 、LE）照明、床染 出し空調

LR3.2. 地域環境への配慮 外部の積雪管理計画

A. 環境配慮 ン B. 省 ネ 省（O2技術 （. 各種制度活用 ）. 評価技術／FB

E. ュ F. 長 命 G. 建物基本性能確保 H. 生産 施工 の連携

I. 周辺 地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他
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務所

秋田 横手キャンパス

地域と繋 、地域 繋 拠点

発注者 株式会社 ･ ン ョ

設計･監理 株式会社 一級建築士 務所

ujita orporation

施工 株式会社 東 支店

kita  Yokote ampus

所在地 秋田県横手市

竣工年 2019年

敷地面積 36,506㎡

延床面積 5,238㎡

構造 S造

階数 地上1階
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設計担当者

建築：神田信孝 泉 啓一／構造：井田広徳 福波珠恵／設備：中島亨 岡﨑陽

ン監修:光井純 ン ソ ー 建築設計事務所 積雪管理計画図

建物俯瞰

建物外観

セン ッ
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積雪数値 ュ ョン

空調方式

カ

風向を考慮した出入口

BPI

BEI

0.67

0.86

■ ンセ

地方都 建 BPO事業 拠点 フ 人同士 対話

重視 理念 人 安全 明 く温 い執務環境

提供 ン ー ーや ン 課題解決 信

頼 繋 さ 地域 活性化や社会全体へ 貢献 繋

考え 業務 ー 共用空間 フ

保育園や 福利厚生施設 ーバー型 ン 備

え 女性 中心 地域 人 働 い 思え 施

設

建設地 あ 秋田県横手 積雪 多い寒冷 地域 あ

雪へ 対策 重点的 計画 間 通 快適 環境作 取

組

■自然 ネ の利用 環境負荷の低減

建物 ーバー チーフ 有機的 形状 あ

ゆ 方向 自然採光 窓 設 光 奥 く

う内壁 面 設 建物 中央部 プ

設 自然採光 積極的 利用 明 い計画 窓 大開口

く 状 窓 熱損失 押え 明 い環境 空

調負荷 低減 両立させ ー 空調設備 効率 高い 方

式 事務室 窓 局所的 ータ空調 設

寒冷地 施設 省 ネ ー化 図

■働きやすい快適な執務環境

施設内 保育園 設 子供 い 人 働 や く 休憩やコ

ー ン フ ー ー

共用 ー 展開 業務 ， 替 行いや

い執務環境

事務室 空調 全面床染 出 空調 採用 天井吹

出 方式 80%程度 フ ン動力 省 ネ性 向 図

温度 均一 フ フ ー 環境 作 在室者

優 い空間 創造

■雪への 策

豪雪地域 落雪 人身へ 危険 建物や設備機器 破損や能力

低 伴う 積雪時 施設全体 適 運用さ

設備機器 ン ン 出来 必要 あ 豪雪地帯特有

対策 必要

根形状 検討 あ 落雪型 根 用い 場合 積雪

ー ンや地元業者へ 積雪 ヒ ン 行 結果 根形

状 フ 無落雪型 根 落雪 軽減 定期

的 雪 行う計画

設備機器 GL 1.0m基礎 立 通常 積雪時 適 管理

行 能力 発揮 う設計

人 動線 ー ヒータ 設置 出入口 冬季 風 側 風除壁

設 安全 配慮 除雪 雪 危険 無い う

敷地内 安全 場所 雪置 ー 設 さ 冬季 雪 吹

溜 考慮 季節 風向 考慮 ン ン ン 出入

口 ２方向 設置 地域環境へ 配慮 行


